
令和７年度中国管内新洪水予測システム精度向上他業務

 本業務は、洪水予報及び水害リスクラインで用いる新洪水予測システム
について、出水後の精度検証やパラメータ調整等による予測精度の向上検
討、河道データの更新等を行うものである。



１．計画準備 ６．新モデルの精度向上検
討

２．降雨流出氾濫（RRI）モデルの伝送設定   ７．河道データの更新

３．内部向け表示システムの改良 ８．水害リスクライン表示
データセットの更新およびインストール

４．統合管理システムのインストール ９．報告書作成

５．新モデル精度検証

支出負担行為担当官

中国地方整備局長

林　正道

広島市中区上八丁堀６－３０

令和　７年　５月　９日

日本工営（株）広島支店

広島県広島市中区八丁堀５－７

６９，９７１，０００円（税込み）

６９，９７１，０００円（税込み）

別紙「契約理由書」のとおり

広島県広島市中区上八丁堀６番３０号　中国地方整備局

土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　７年　５月１０日

履 行 期 間 (至) 令和　８年　３月３１日

入札情報サービス（ＰＰＩ）
（https://www.i-ppi.jp/Search/Web/Gyomu/Keika/Sear
ch.aspx）
にアクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索する
ことにより、契約過程に関する情報を閲覧可能である。

業 種 区 分

随意契約によることとした理由

備 考

予 定 価 格

業 務 概 要

業 務 場 所

業 務 の 名 称

契約担当官等の氏名並びにその
所属する部局の名称及び所在地

契 約 業 者 の 住 所

契 約 業 者 名

随意契約結果及び契約の内容

契 約 年 月 日

契 約 金 額



随意契約理由書
（参加者の有無を確認する公募手続）

契約業者名 日本工営株式会社

業 務 名 令和７年度中国管内新洪水予測システム精度向上他業務

本業務は、洪水予報や水害リスクラインで用いる中国管内洪水予測システム（以下、本

システムという）について、既往洪水の精度検証や更なる精度向上検討、改善事項に対す

るシステム改良等を行うものである。

上記業者は、本システムの著作者人格権（著作権法第２０条（同一性保持権））を有し

ており、行使することを意思表示している。

従って、本業務を円滑かつ確実に行うことができる特定の法人等を契約予定者として参

加者の有無を確認する公募手続きを実施した結果、他者の参加意思表明がなかったため、

上記業者を契約の相手方とするものである。

よって、会計法第２９条の３第４項、予決令第１０２条の４第３号を適用し、随意契約

を行うものである。


